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《冬道の事故防止》
○ 信号の変わり目を予測し、無理な通過はしない
○ 黄色信号は、「止まれ」です
○ 発進時の「追突」に注意しましょう
○ 交差点手前、滑って交差点内で衝突 注意しましょう
○ 凍結路面 スピードダウンと車間距離

急ブレーキ・急ハンドル・急発進
「急」のつく操作は、スリップの原因

事故防止のため 「早めの休憩を」
～2時間走行、15分休憩～

構内・バック事故の根絶

《冬期間の労働災害防止》
○ 走るな 、転ぶぞ 、屋外作業、凍結路面は目に見えないぞ
○ 寒い外、心も体も、冷えている、あせると危ない、冬の外仕事
○ 作業中、足を滑らせ、『転倒』 に注意しましょう

○ 作業する時、トラック（荷台も）に乗る時、降りる時は安全靴の底の雪を落とす
○ トラック（荷台も）から降りる時は、路面の状況を確認し、飛び降りることは厳禁
○ ポケットに手を突っ込んで歩かない

《挟まれ・墜落・転落・下敷き 注意》

吊っていた、1.5トンの成型機ごと
5メートル下に転落

成型機に足を挟まれ、死亡
◇ 「吊り下」には 、絶対、絶対･････入らないこと 『逃げ場』の確保◇
◇敷き鉄板・資材の積み降し作業時、ユニック作業に注意しましょう◇

２０２５／１／１１（土）
１１日午後１時３５分ごろ、山梨県の工場でプラスチック成形機の解体作業をしていた男性（３５）が、チェーンで

吊るし上げた１．５ｔの成型機ごと、約５メートル下に転落し、高さ約２メートル、重さ約１．５トンの成型機と床との
間に左足を挟まれ、死亡が確認されました。死因は出血性ショックでした。

午後８時 歩道のない県道
路側帯を歩いていた男性

後ろから軽乗用車にはねられ死亡
軽乗用車運転の女性を現行犯逮捕
◇夜間、早朝は、歩行者を見落としやすくなります◇

◇夜間、早朝、「人はいないだろう」と・・・漫然と運転することは危険です◇
◇ヘッドライトをこまめに切り替え、遠目ライトで早期発見 事故防止◇

２０２５／１／１２（日）
１１日午後７時５０分ごろ、広島県の歩道のない直線県道で、路側帯を歩いていた男性（２７）が、後ろから来た軽

乗用車にはねられ、死亡しました。警察は軽乗用車を運転していた女性（５３）を現行犯逮捕しました。

深夜11時半 国道 信号交差点
トラックと軽乗用車が衝突
軽乗用車を運転の男性死亡

◇黄色信号で交差点進入は、命取りになります 黄色信号は「止まれ」◇
◇交差点手前で、黄色信号の場合は、加速しないで停止する◇

２０２５／１／１１（土）
９日午後１１時２０分ごろ、埼玉県の国道の信号交差点で軽乗用車とトラックが衝突し、軽乗用車を運転していた

男性（４５）が死亡しました。トラックを運転していた女性（５０）が「軽とトラックの事故」と１１０番しました。


